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目的  

 太陽黒点を継続観測することで太陽の自転周期を求める。 

概要  

 太陽表面に存在する黒点は、周辺よりやや温度が低いために黒く見える。また、ガリレ

オ・ガリレイが見いだしたように、太陽の表面を東から西へ移動していく。このことは太

陽が自転していることを示している。太陽黒点の移動を継続的に観測し、その移動速度か

ら太陽の自転周期を求める。12 月 2 日から 20 日までの間、毎日昼休みに慶應高校のイン

ターネット望遠鏡を使って太陽を観察し、11 日分の画像を取得した。この画像を用い、太

陽面上の黒点の緯度経度を決定し、黒点の移動角度を求めた。この角度から黒点の自転周

期を求めると 23.7 日という値が得られた。 

方法  

１． インターネット望遠鏡を用いて太陽黒点を観察し 2 週間分の画像をパソコンにと

りこんだ。 

２． その 2 週間分の撮影画像から各黒点が一日あたりに動く角度を求めた。 
３． 2 で求めた値は地球から見た見かけの角度なので地球が一日に動く角度を足して

太陽の自転周期を求めた。 
４． 2、3、をすべての黒点について求め、一日に進む角度を 360°から割って太陽の

自転周期を求めた。 

 

図１ 撮影した太陽画像（左 12 月 8 日 右 12 月 9 日） 



機材について 

インターネット望遠鏡 
右の写真では望遠鏡を覗

いているが実際は地学教

員室のパソコンを使って、

完全遠隔操作で観測した。

太陽観測に用いるのは大

口径のメイン望遠鏡では

なく、口径 5ｃｍの Vixen

屈折望遠鏡に減光用のフ

ィルターをつけた小望遠

鏡である。 

パソコン 
インターネット望遠鏡を操作するのに利用した。  図２ インターネット望遠鏡 

また、観測画像を ALT  ＋ PrtSc ボタンを用いてスクリーンキャプチャするのにも用い

られた。 

解析  

 得られた画像から、黒点の太陽面上の位置を決定する。地球から見た太陽の中心を緯度

0°、経度 0°とした。緯度は北を正・南を負とし、経度は西を正・東を負とした。以下に

観測画像から読みとった黒点の位置データを示す。観測に用いた望遠鏡の架台は経緯台な

ので向く方角によって画像の上下と南北がずれてしまうが、観測時刻は毎日ほほ同じ時間

で、そのため望遠鏡はおおよそ同じ方向を向いており、画像の南北方向はほぼ一致してい

ると仮定することができる。さらに観測時間は 12 時頃であるので、画像の上下と南北方

向もほぼ一致していると仮定して解析を行った。 

 
表１ 太陽面上の黒点の位置 

半径
経度上の
半径

経度上の
中心から
の距離

緯度上の
中心から
の距離 sin(LON) LON(rad) LON(deg) sin(LAT) LAT(rad) LAT(deg)

日付 r(mm) ｒ'(mm) x(mm) y(mm) x/r '(rad) asin(x/r')(rad) G2/pi*180(deg)y/r(rad) asin(y/r)(rad) J2/pi*180(deg)
2003/12/02/12:44 56.2 54.0 -29.4 -11.8 -0.54 -0.58 -32.99 -0.210 -0.212 -12.1
2003/12/08/12:34 56.2 54.2 26.3 -9.9 0.49 0.51 29.03 -0.176 -0.177 -10.1
2003/12/09/12:31 56.2 54.0 36.0 -10.5 0.67 0.73 41.81 -0.194 -0.196 -11.2
2003/12/10/12:30 56.2 54.0 44.8 -11.0 0.83 0.98 56.06 -0.196 -0.197 -11.3
2003/12/13/12:38 56.2 54.0 -39.0 0.8 -0.72 -0.81 -46.24 0.014 0.014 0.8
2003/12/15/12:36 56.2 54.0 -13.0 -6.2 -0.24 -0.24 -13.94 -0.110 -0.111 -6.3
2003/12/16/12:26 56.2 55.0 -7.0 0.0 -0.1 -0.1 -7.3 0.0 0.0 0.0
2003/12/17/12:31 56.2 53.5 9.0 -8.0 0.2 0.2 9.7 -0.1 -0.1 -8.2
2003/12/18/12:29 56.2 54.0 21.0 11.5 0.4 0.4 22.9 0.2 0.2 11.8
2003/12/19/12:28 56.2 54.2 33.3 18.5 0.6 0.7 37.9 0.3 0.3 19.2
2003/12/20/12:38 56.2 54.0 42.5 18.5 0.8 0.9 51.9 0.3 0.3 19.2  

 
ほぼ同じ緯度のものが同じ黒点と見なせるとして、黒点 1（12 月 8 日～10 日）、黒点 2

（12 月 13 日）、黒点 3（12 月 15 日）、黒点 4（12 月 16 日～18 日）、黒点 5（12 月 19 日・

20 日）の様に分類した。 



結果  

 黒点 1 の見かけの移動角度は 13.5°／日、黒点 4 は 15.1°／日、黒点 5 は 14.0°／日

であった。黒点 2 と黒点 3 については一日しか観測出来なかったので移動角度を求めるこ

とはできなかった。 

なお、この移動角度は公転している地球上から見たものである。地球も太陽黒点と同じ

向きに 0.99°／日の割合で公転しているので、実際の太陽面上の黒点の移動角度は上の値

に 0.99°を足したものとなる。実際の移動角度が求まると、360°をその値で割ることで

太陽の自転周期が求まる。 
黒点 1 360°÷（13.5°＋0.99°）＝24.8 日 

黒点 4 360°÷（15.1°＋0.99°）＝22.4 日 
黒点 5 360°÷（14.0°＋0.99°）＝24.0 日 

 データが得られた 3 つの黒点のデータを平均すると、太陽の自転周期は 23.7 日という

値が得られた。 

 

考察  

実際の太陽の自転周期は緯度によって異なるが約 25～30 日である。今回の観測結果か

らは、やや小さめの値が得られた。この誤差の原因はいろいろ考えられるが、画像を印刷

して自分たちで太陽の中心や赤道を決めて値を求めたため、手作業による誤差が生じてし

まったのではないだろうか。 

 

感想  

太陽黒点を 12 月 2 日から 20 日まで観測したが、最初の数日は曇りの日が多く黒点を観

察することが出来なかったのが残念である。そして同一の黒点を見つけるのに苦労をした。 

参考  

 http://robotele.hs.keio.ac.jp/~robotele/ 


